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What Can NGOs Do to Promote

the Concept of

‘Women, Peace and Security
to our Global Audience?
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.« A Pledge for Peace *

- The Reason I Continue My Peace Activities
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Neglected issue of period poverty, particularly in emergency

From survivor of violence to women in need in affected areas
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30 YEARS OF THE BEIJING PLATFORM FOR
ACTION: LOOKING BACK. PUSHING, FORWARD

Streef, New York City

14 March 2025 | 9:30AM - 11:30 AM ‘_;_’/J | Har rard Club,

1N | ,,
—r




IR ESERCESCfTEMMEEZE=E X LI 7~
%R@«T7/%%

SEEDODHARECERHTSE, LYV F?

-6k, FrL LS rRMtL7Zz - - - 2 D7 o72Dl

H#r L WEESLITAHAERY HE M,
ZD30E, FF ool nEoNnNTWEE, LELTWS




WPSDFER S, NGOsD g%
EHZHFRL TV T 7RI

IR O G\ 12, IR 2
A OB Frio g, R

IMEEL oo H B ?

WP 4 2 L |







VAN f7x2

CR-9¢

7%%%“
EeRE B
éaiWﬁf

BE |

D ZNNFE 1T DWW T

K46 A\

z (-
- G TIRELD Y
\IZH ANZEZETA]
1N ?

AN HH
\dtarz

SHiETYH, Reazenpncxfd | ||

U
http



https://webtv.un.org/en/asset/k1h/k1hrbdtarz
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	スライド 1: 2025年3月10日から21日に開催された CSW69のテーマは「北京＋30」   これは国連の経済社会理事会ECOSOCの 2022年決議（2022/5）で決まりました。
	スライド 2: 3月10日9時半の開会式では          事務総長も　　　　　　総会議長も
	スライド 3: 北京宣言と行動綱領の結果   多くの国で，暴力に関する法的な規定が変更され，シェルターなどの支援が提供されるようになった  多くの国で，雇用における「ジェンダー」に基づく差別禁止法（の萌芽）が成立し，教育における格差が改善され，無償ケアの問題も認識されるようになり，経済的エンパワーメントの道を開いた  女性・平和・安全保障に関する国内行動計画を策定した国が3桁になった。が，十分な資源配分がないのが実情
	スライド 4: それでも　ジェンダー平等への道は 遠い
	スライド 5: 『女性・平和・安全保障』を世界に訴えるのに NGOができることは何か？
	スライド 6
	スライド 7: 2000年のWPSに関する国連安保理決議1325号以降 状況は悪化
	スライド 8: 平和への訴えが基本    女性だからではなく  武力紛争は「私たち」を 被害者にも加害者にもするから
	スライド 9
	スライド 10: 女性の影響力　　それは数の問題？
	スライド 11
	スライド 12: ジェンダーに基づく暴力は支配「戦略」   兵士募集・地域の（人的・天然）資源支配   被害者に対するサポートとそれをエンパワーメントに転換することが重要性
	スライド 13: 紛争地域は，しばしば，家父長制社会 力による支配の論理が優位 　　社会の資源は人々の生活環境の改善ではなく，軍備拡張に費やされる 人々は，暴力の被害者として保護されることを期待？ 　　暴力を生き延びて，生き抜く能力をつけたい女性たち  　　サポートを，どうしたら，エンパワーメントに転換できるか？
	スライド 14: 日本の外交政策におけるWPS  対外的な戦略？  国内的には？　災害リスクに応用  防衛省・警察庁・法務省・消防庁・海上保安庁などなど 省庁横断的  外務省単独の施策ではない 持続可能な平和を実現するには市民社会の協力が不可欠という政府の認識を反映？
	スライド 15: WPS行動計画：現在，第3次　 　　　　　　　　　　　　　・・・　監視と評価   　国内で強調されるのは災害のリスク削減政策 　　　省庁横断的 　　  　国外ではジェンダー・センシティヴな政府開発援助 　　　女性を主体として
	スライド 16
	スライド 17: 次の世代に受け継ぐべき課題？
	スライド 18: 平和と安全保障
	スライド 19: 21世紀，安全保障の変質
	スライド 20: ジェンダー主流化は平和をもたらすのか？
	スライド 21
	スライド 22: 北京会議で宣言や行動綱領を書き上げた 北京のベテランたち  今どきの日本語で表現すると，レジェンド？
	スライド 23: WPSの出発点も，NGOsの提案 　　平和を希求していたはずなのに  　主権国家間の争いは，減少傾向？ 　武装勢力の間の争いは，増加中  WPSでも理念と現実とは乖離しつつある？
	スライド 24: WPS   NGOsが国連の政策方針に影響を及ぼすことは可能！    自分で提案した政策に取り込まれてしまう危険は・・・ある
	スライド 25: サイド・イヴェントの参加者について  CR-9の収容規模は最大46人 登録者59人段階で登録を中止 登録者に招待メールを発送したが・・・若干混乱あり 当日は空席の様子を判断しながら待機した人にも入室を許可 壁に置いた椅子も「満席」だったので，51人？  UN WebTVでの配信　視聴者数は不明 https://webtv.un.org/en/asset/k1h/k1hrbdtarz  現在でも，見ることができます！！！
	スライド 26
	スライド 27: 国別＜申込者61人と出席者51人の＞人数
	スライド 28
	スライド 29: ご清聴ありがとうございました！

